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【
勝
浦
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
と
は
、
ど
の

よ
う
な
団
体
で
す
か
？
】

 　
勝
浦
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
は
、
勝
浦
市

内
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
副
会
長
、
役

員
及
び
校
長
、
教
頭
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
間
の
連
絡
協
調
を
図
り
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
活
性
化
に
努
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
情
報
交
換
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
間
の
連
絡

調
整
、
各
会
員
の
研
究
修
養
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
団
体
で
す
。

【
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
？
】

　　
主
に
子
ど
も
達
の
安
全
を
守
る
た
め
の
会

議
を
開
催
し
、
ま
た
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
今
年
か
ら
は
、
勝
浦
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
が
、
勝
浦
警
察
署
管
内
学
校
警

察
連
絡
委
員
会
、
勝
浦
市
教
育
委
員
会
、
勝

浦
警
察
署
と
連
携
し
て
「
こ
ど
も
１
１
０
番

の
い
え
」「
こ
ど
も
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の

活
動
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。
特
に
子
ど
も

達
の
下
校
時
に
犯
罪
が
起
き
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
「
パ
ト
ロ
ー
ル
中
」
を
示

す
プ
レ
ー
ト
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
会
員
、
教
職

員
が
車
に
貼
っ
て
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
周
囲
に

見
守
り
を
周
知
す
る
活
動
を
行
な
い
ま
す
。

【
活
動
し
て
い
て
大
変
な
こ
と
は
？
】

 　
子
ど
も
の
減
少
と
同
様
に
保
護
者
の
数
も

減
り
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
か
ら
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
保
護
者
の
温
度
差
が
大
き
く

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
活
動
の
主
体
の

地
域
で
子
供
を
守
っ
て
い
く
、
見
守
っ
て
い
く
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
員
は
色
々
な
世
代
の
声
に
耳
を
傾
け
て
ほ
し
い
。

勝浦市ＰＴＡ連絡
協議会

と
市議会

　特集記事第 1 ５弾は、勝浦
市ＰＴＡ連絡協議会のみなさ
んとの対談です。
　子ども達の安全安心を守る
取り組みが、地域と連携して
始まるとのことです。
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勝浦中
田中  文江  会長

勝浦市ＰＴＡ
連絡協議会会長

勝浦小
佐藤  啓史  会長

興津小
中村  雅一  会長

総野小
廣岡  信幸  会長

豊浜小
江沢  晃一  会長

郁文小
生貫  栄一  会長

上野小
斉藤  純康  副会長

対
談
に
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
対
談
を
希
望
さ
れ
る
団
体
の
方
は
、
議
会

報
編
集
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
つ
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
参
加
で

き
る
人
数
を
集
め
る
こ
と
が
特
に
大
変
で

す
。
そ
れ
か
ら
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
は
受
け
て
し

ま
う
と
大
変
」
と
思
わ
れ
る
方
が
多
い
よ
う

で
す
。
で
す
が
、
や
っ
て
み
る
と
役
員
の
用

事
で
学
校
に
行
く
と
学
校
行
事
以
外
の
子
ど

も
達
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
得
を
し
た
よ

う
な
気
持
に
な
っ
た
り
、
普
段
で
し
た
ら
話

す
機
会
の
な
い
保
護
者
の
方
と
交
流
が
持
て

た
り
し
ま
す
の
で
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
保

護
者
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
皆
さ
ん
が
考
え
る
こ
の
地
域
の
教
育
課
題

は
な
ん
で
す
か
？
】

　
ま
ず
「
し
つ
け
」
で
す
。
こ
れ
は
学
校
で

は
な
く
各
家
庭
で
、
保
護
者
に
も
う
少
し
し

っ
か
り
と
教
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
他
で
は
地
震
、
津
波
等
の
災
害
時
の
避
難

で
す
。
子
ど
も
達
が
部
活
等
で
い
な
い
日
曜

日
で
は
な
く
、
子
ど
も
達
を
含
め
た
地
域
全

体
で
実
際
の
登
下
校
時
に
避
難
訓
練
が
出
来

た
ら
と
考
え
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
釜
石

の
奇
跡
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
、「
子
ど

も
達
は
率
先
た
る
避
難
者
で
あ
れ
」
こ
の
言

葉
を
子
ど
も
達
に
学
校
、
家
庭
で
植
え
付
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

【
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
と
し
て
子
ど
も
を
守

る
取
り
組
み
の
た
め
に
考
え
て
い
る
事
は

あ
り
ま
す
か
？
】

　　
最
初
に
お
話
し
た
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の

い
え
」「
こ
ど
も
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
が
主
体
と
な
っ
て
今

年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
い
え
」
は

地
域
で
子
供
を
守
っ
て
い
く
、
見
守
っ
て
い

く
と
い
う
事
を
前
提
に
、
地
域
の
人
達
と
の

交
流
の
機
会
に
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

【
市
議
会
の
印
象
や
議
員
に
望
む
こ
と
は
？
】

　　
選
挙
の
時
だ
け
来
て
、
そ
の
後
は
何
を
し

て
い
る
の
か
が
全
く
見
え
な
い
と
感
じ
て
い

ま
し
た
。
今
回
の
対
談
で
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

話
を
出
来
た
の
は
良
か
っ
た
で
す
。「
み
ん

な
の
ギ
カ
イ
」
を
見
て
、
議
員
の
皆
さ
ん
が

地
域
の
声
や
色
々
な
世
代
の
声
に
も
耳
を
傾

け
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
身
近
に
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
勝
浦
市
の
為
に
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
貰
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
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平
成
30
年
６
月
定
例
会 

審
議
結
果

◯
６
月
定
例
会　

会
期　

６
月
11
日
か
ら
６
月
21
日
ま
で　

11
日
間

勝
浦
市
議
会
で
は
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！

◎
全
会
一
致　
　

○
賛
成
多
数　
　

×
賛
成
少
数

　

議
会
報
で
は
、
審
議
さ
れ
た
全
て
の
議
案
の
中
か
ら
市
民
生
活
と
深
く
係
わ
る
議
案
を
い
く
つ

か
取
り
上
げ
て
重
点
的
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
審
議
さ
れ
た
全
議
案
に
つ
い
て
は
、
勝
浦
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

結　

果

議
案
番
号

件　
　
　

名

付
託
委
員
会

可
決
◎

議
案
第
30
号

勝
浦
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
総
務
文
教

可
決
◎

議
案
第
31
号

勝
浦
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

産
業
厚
生

可
決
◎

議
案
第
32
号

勝
浦
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

産
業
厚
生

可
決
○

議
案
第
33
号

平
成
30
年
度
勝
浦
市
一
般
会
計
補
正
予
算

総
務
文
教

可
決
◎

議
案
第
34
号

平
成
30
年
度
勝
浦
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

産
業
厚
生

採
択
◎

請
願
第
２
号

「
国
に
お
け
る
平
成
31
年
度
教
育
予
算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
」

採
択
に
関
す
る
請
願

総
務
文
教

採
択
○

請
願
第
3
号

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書
」
採

択
に
関
す
る
請
願

総
務
文
教

採
択
◎

陳
情
第
5
号

国
に
対
す
る
地
方
消
費
者
行
政
の
財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
関
す
る
陳
情

産
業
厚
生

結　

果

議
案
番
号

件　
　
　

名

可
決
◎

発
議
案
第
２
号
国
に
お
け
る
平
成
31
年
度
教
育
予
算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

可
決
◎

発
議
案
第
３
号
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

可
決
◎

発
議
案
第
４
号
地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
財
政
支
援
の
継
続
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
に

つ
い
て　

●
審
議
案
件
一
覧

●
議
員
提
出
議
案

●
ト
ピ
ッ
ク
ス　

そ
の
１

国
保
税
条
例
が
改
正
さ
れ

国
保
税
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

議
案
第
三
十
二
号

勝
浦
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
都
道
府
県
が
国
民
健
康
保
険
の
財
政

運
営
の
責
任
主
体
と
し
て
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
市
は
徴
収
し
た
保
険
税
を
県
に
納

付
し
、
県
か
ら
医
療
給
付
等
に
必
要
な
資
金
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

質
疑
を
通
じ
、
県
が
示
し
た
標
準
保
険
税
率
に
近
づ
け
る

改
正
を
行
う
こ
と
、
平
成
29
年
度
繰
越
金
一
億
六
四
〇
〇
万

円
の
う
ち
、
二
千
万
円
を
引
き
下
げ
の
財
源
に
あ
て
、

三
千
万
円
を
財
政
調
整
資
金
に
積
立
て
総
額
を
八
千
万
円
と

し
、
残
る
一
億
一
四
〇
〇
万
円
を
今
後
の
国
保
運
営
の
財
源

と
し
て
留
保
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

全
会
一
致
で
原
案
は
可
決
さ
れ
、
本
算
定
に
よ
り
世
帯
当

た
り
保
険
税
は
平
均
五
〇
二
八
円
、
一
人
当
た
り
保
険
税
は

平
均
三
五
四
一
円
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

45



●
ト
ピ
ッ
ク
ス　

そ
の
２

新
た
に
防
犯
カ
メ
ラ
が
２
基
設
置
さ
れ
ま
す
。

議
案
第
三
十
三
号　

平
成
30
年
度
勝
浦
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

犯
罪
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
２
台
設
置
し
ま
す
。

①
設
置
工
事
費
は
、
一
〇
三
万
七
千
円
。

　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県
市
町
村
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
補

助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
（
防
犯
カ
メ
ラ
１
台
あ
た
り
二
〇
万
円
、
計

四
〇
万
円
の
補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
）。

②
設
置
予
定
個
所
は
、
興
津
小
学
校
入
口
付
近
と
上
野
小
学
校
入
り
口
付

近
。

③
勝
浦
市
内
に
は
こ
れ
ま
で
に
27
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
今
年
度
２
台
設
置
さ
れ
る
こ
と
で
、
計
29
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
ト
ピ
ッ
ク
ス　

そ
の
３

九
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
！

議
案
第
三
十
三
号　

平
成
30
年
度
勝
浦
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

６
月
議
会
補
正
予
算
に
て
、
地
域
防
災
対
策
事
業
費
と
し
て
九
一
八
千
円

が
計
上
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
30
年
８
月
26
日
に
勝
浦
市
で
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る

「
九
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
」
実
施
の
た
め
の
諸
経
費
で
、
参
加
医
師
へ

の
報
償
費
や
防
災
ベ
ス
ト
な
ど
の
消
耗
品
、
防
災
訓
練
参
加
者
輸
送
用
バ

ス
借
上
料
、
交
通
誘
導
員
や
看
板
設
置
費
用
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
は
、
東
京
都
を
は
じ
め
千
葉
県
や
神
奈
川
県

を
含
む
関
東
の
９
自
治
体
が
実
践
的
な
合
同
防
災
訓
練
を
実
施
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
自
治
体
相
互
の
連
携
協
力
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
知
識
や
減
災
へ
の
備
え
の
向
上
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
か
つ
う
ら
や
回
覧
板
な
ど
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
九
都
県
市
の
構
成
（
東
京
都
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
市
、

　

横
浜
市
、
川
崎
市
、
さ
い
た
ま
市
、
相
模
原
市
）
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委員長
鈴木　克己

委員長
戸坂　健一

副委員長
土屋　　元

副委員長
黒川　民雄

議
会
運
営
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

【
経
歴
】

市
議
３
期
目
・
無
所
属
65
歳

議
長
、
副
議
長
、
監
査
委
員
、

議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長

な
ど
を
歴
任

【
経
歴
】

市
議
４
期
目
・
無
所
属
65
歳

監
査
委
員
、
議
会
運
営
委
員

長
、
議
会
運
営
委
員
、
議
会

運
営
委
員
会
副
委
員
長

な
ど
を
歴
任

【
経
歴
】

市
議
６
期
目
・
無
所
属
70
歳

議
長
、
副
議
長
、
監
査
委
員
、

議
会
運
営
委
員
長
、
産
業
厚
生

常
任
委
員
長
な
ど
を
歴
任

　

平
成
30
年
５
月
臨
時
会
が
５
月
16
日
に
開
か
れ
、
議
長
に
岩
瀬
洋
男
氏
、
副
議
長
に
松
﨑
栄
二
氏
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
末
吉
定
夫
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
に
松
﨑
議
会
運
営
委
員
長
、
６
月
11
日
に
末

吉
産
業
厚
生
常
任
委
員
長
か
ら
辞
任
願
の
提
出
が
あ
り
、

委
員
会
で
の
許
可
を
受
け
、
委
員
長
の
互
選
が
行
な
わ

れ
、
６
月
13
日
の
本
会
議
内
に
て
新
委
員
長
及
び
副
委
員

長
の
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
岩
瀬
洋
男
氏
、
副
議
長
に
松
﨑
栄
二
氏
を
選
出

議
会
選
出
監
査
委
員
に
末
吉
定
夫
氏
を
選
任
同
意

議
会
運
営
委
員
会
及
び

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

新
委
員
長
・
副
委
員
長
紹
介

議
　
長

　
岩
瀬
　
洋
男
氏

副
議
長

　
松
﨑
　
栄
二
氏

監
査
委
員

　
末
吉
　
定
夫
氏
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産業厚生常任委員会

原案に反対　鈴木克己議員・藤本治議員
　交付金を活用して事業を行うために現在
の表層アスファルト路面をすべて削り取っ
た上であらたに道路を新設するとは、当初
予算時の説明とあまりにも違う。さらに、
現在の道路は危険というが、何故そのよう
な構造で引き受けたのか。荒川線全体や市
内全域をみるとより緊急性のある場所はほ
かに数多くある。最低限必要な道路排水施
設の設置のみで対応すべき。交付金を活用
し市の負担を軽くすると言っても全ては税
金である。にもかかわらず今年度ただちに
路面を削り、道路工事をやり直すことにな
れば納税者である市民の多くは 「何を無駄な
ことをやっているんだ」と税金の使い方に
大きな疑念・不審を持つことになる。補正
予算からこの部分の削除を求める。

原案に賛成　黒川民雄議員・照川由美子議員
　本議案には、防犯カメラの設置や衛生処
理場の改修工事費、道路改良工事費及び橋
りょうの架け替え工事費などが計上されて
おり、どれも市民生活に切実に係っている
予算である。
　特に、道路の改良事業については、「開発
業者により施工された仮の道路であり、道
路構造令に則した勾配等になっていなく、
勝浦警察署と道路協議を行った内容も入っ
ていないため、安全に通行できる道路とな
っていない。」との見解が示された。
　道路などの社会資本整備が未熟な本市に
おいては、市の単独予算で様々な整備を行
なうことは不可能であり、積極的に交付金
を活用して、事業を実施していかなければ
ならないと考える。

　産業厚生常任委員会に議案 3 件・陳情 1 件が付託され、審査の結果、全員賛成で「可決」及び「採
択」となり、最終日の本会議において、委員長からの審査結果報告後、採決を行い、付託された議案
2 件及び陳情１件は、いずれも「可決・採択」となりました。
　なお、陳情の採択により、「発議案第 4 号地方消費者行政に対する財政支援の継続・拡充を求める
意見書について」が産業厚生常任委員長を提案者に委員を賛成者として提案され、全員賛成で可決さ
れ、意見書を関係機関へ送付しました。

総務文教常任委員会

各常任委員会・特別委員会等の活動報告

　議案 33 号 平成 30 年度勝浦市一般会計補正予算のうち、土木費の社会資本整備総合交付金事業（勝浦
荒川線の道路改良工事費、当初予算 4,000 万円＋補正予算 1,280 万円）に議論が集中しました。

Ｑ　勝浦荒川線の道路改良工事をしない場合の問題点は。
Ａ　開発業者が施工した仮設道路で、道路構造令に即した道路でなく安全確保ができない。
Ｑ　仮設であれ古い道路より安全に通行できる。側溝だけ直して、他の道路に投資すべき。
Ａ　側溝だけ単独で行った場合でも 2,000 万円から 3,000 万円かかる。
Ｑ　出来たばかりの道路のアスファルト舗装を剥いでまで行うことを市民にどう説明。
Ａ　三者協議により仮の道路は事業者が造り、その後、市が社会資本整備総合交付金を使って整備す

るのが当初からの計画。交付金を使って道路を新設する場合、道路構造令に則ったものにする義
務がある。ただちに危険というわけではないが、道路に瑕疵をはらんでいる。

Ｑ　交付金を使うと 5 割の市負担で出来るがこれを戻し、他にやってほしい場所がある。
Ａ　交付金に対し手を下ろすことは可能だが、当初予算の段階ではなく補正予算の時に行うことによ

って仲介してくれた県に負担をかける事態となる。

討論　委員会では否決、本会議では賛成多数で可決（賛成 10、反対 4）
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6
月
13
日
・
14
日
の
２
日
間
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
発
言
議
員
本
人
か
ら
の
寄
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

全
文
は
、
勝
浦
市
議
会
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

6 月 13 日
佐
藤　

啓
史　

議
員

①
子
ど
も
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

②
道
路
景
観
に
つ
い
て 

照
川
由
美
子　

議
員

① 「
シ
ェ
ア
キ
ャ
ン
パ
ス
清
海
学
園
」
の
活
用

②
よ
り
よ
い
子
育
て
を
目
指
す
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
計
画

③
郷
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
計
画
と
、
生
涯
学
習
推
進
の
課
題

磯
野　

典
正　

議
員

①
移
住
・
定
住
施
策
に
つ
い
て

藤
本　
　

治　

議
員

①
生
活
保
護
の
低
す
ぎ
る
捕
捉
率
に
つ
い
て

②
道
の
駅
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

③
小
・
中
学
校
教
職
員
の
長
時
間
労
働
の
是
正
に
つ
い
て

④
小
・
中
学
校
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

⑤
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
代
理
受
領
制
度
に
つ
い
て

6 月 14 日
戸
坂　

健
一　

議
員

①
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
用
・
推
進
に
つ
い
て

②
勝
浦
市
消
防
団
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

鈴 

木　

克 

己　

議
員

①
元
行
川
小
学
校
の
活
用
に
つ
い
て

②
市
有
遊
休
地
の
活
用
に
つ
い
て

寺
尾　

重
雄　

議
員

①
市
営
住
宅
問
題
に
つ
い
て

②
勝
浦
市
「
道
の
駅
」
基
本
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

学
校
在
学
時
に
地
震
発

生
・
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ

た
時
の
学
校
の
対
応
及
び
避

難
訓
練
の
状
況
と
今
後
の
課

題
は
？地

震
・
大
津
波
警
報
時

の
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り

避
難
行
動
が
開
始
さ
れ
る
。

避
難
訓
練
に
つ
い
て
は
、
各

学
校
に
お
い
て
年
に
１
回
以

上
実
施
し
て
い
る
。
今
後
の

課
題
と
し
て
は
、
児
童
・
生

佐藤啓史議員

防
犯
対
策

地
震
・
津
波
対
策

道
路
景
観

登
下
校
時
の
防
犯
対
策

は
？

本
年
５
月
よ
り
防
災
行

政
無
線
に
よ
る
地
域
見
守
り

放
送
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
警
察
の
協
力
を
仰
ぎ
、
不

審
者
対
応
教
室
を
実
施
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
警
察
な
ど
の

関
係
団
体
及
び
地
域
住
民
と

の
連
携
が
必
要
だ
。
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
と
今
後
の
対

策
は
？登

下
校
時
の
見
守
り
活

動
や
パ
ト
ロ
ー
ル
、
通
学
路
点

検
、
交
通
安
全
教
室
や
薬
物
乱

用
防
止
教
室
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の

適
正
使
用
に
関
す
る
教
室
な

ど
防
犯
活
動
を
推
進
し
て
き

た
。
今
年
度
は
さ
ら
に
、
こ
ど

も
１
１
０
番
の
い
え
、
こ
ど
も

１
１
０
番
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

道
路
景
観
、観
光
振
興
、

交
通
安
全
対
策
、
ご
み
の
不

法
投
棄
防
止
等
の
観
点
か
ら

国
道
１
２
８
号
と
２
９
７
号

の
除
草
が
必
要
で
は
？

県
に
対
し
て
毎
年
要
望

し
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
今
年
度

設
置
予
定
数
と
設
置
予
定
箇

所
は
？元

興
津
中
学
校
入
口
付

近
と
上
野
小
学
校
入
口
付
近

に
そ
れ
ぞ
れ
１
基
設
置
予
定

で
あ
る
。

防
犯
ブ
ザ
ー
の
所
持
状

況
は
？上

野
小
21
．５
％
、
興

津
小
１
０
０
％
、
勝
浦
小

33
．２
％
、郁
文
小
22
．２
％
、

豊
浜
小
68
．９
％
、
総
野
小

73
．４
％
で
あ
る
。

徒
の
防
災
に
関
す
る
危
機
意

識
の
醸
成
が
重
要
と
考
え
て

お
り
、
語
り
部
講
演
会
を
開

催
す
る
。

学
校
外
に
お
け
る
防
災

対
策
と
保
護
者
を
対
象
と
し

た
防
災
対
策
が
重
要
で
は
？

語
り
部
講
演
会
の
２
日

目
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
関
係
団
体
を

対
象
と
し
て
実
施
す
る
。
ま

た
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
等

と
連
携
し
て
保
護
者
負
担
に

よ
る
非
常
用
飲
料
水
、
非
常

食
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
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Ｑ

Ｑ

郷
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
施
計
画
は
？
ま
た
、
今
後

最
重
要
と
な
る
子
ど
も
達
の

命
を
守
る
災
害
対
応
教
育
に

係
る
予
算
措
置
は
？

本
年
度
は
、
大
森
地
区

で
の
稲
作
、
鵜
原
海
岸
で
の

地
び
き
網
体
験
、
キ
ャ
リ
ア

勝浦中地びき網体験

移
住
・
定
住
施
策
の
数

字
目
標
や
施
策
内
容
に
つ
い

て
は
？人

口
減
少
社
会
に
お
い

て
勝
浦
の
将
来
の
命
運
を
決

め
る
移
住
定
住
施
策
は
非

常
に
大
切
な
施
策
で
あ
る
。

３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

知
っ
て
も
ら
い
、
足
を
運
ん

で
も
ら
い
、
そ
し
て
住
ん
で

い
た
だ
く
。
段
階
的
な
思
い

を
丁
寧
に
受
け
止
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
ま
た
数
字
目

標
は
５
年
後
の
平
成
34
年
度

で
移
住
相
談
件
数
１
５
０
件

と
設
定
し
て
い
る
。

移
住
ツ
ア
ー
開
催
の
内

容
は
？昨

年
度
は
企
業
誘
致
ツ

ア
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

今
年
度
は
そ
の
対
象
を
移
住

照川由美子議員

磯野典正議員

シ
ェ
ア
キ
ャ
ン
パ
ス

『
清
海
学
園
』の
活
用
に

つ
い
て

移
住
・
定
住

施
策
に
つ
い
て

よ
り
よ
い
子
育
て
を
目

指
す『
認
定
こ
ど
も
園
』

の
計
画
に
つ
い
て

『
郷
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
勝
浦
中
）』
の
計
画
と

生
涯
学
習
推
進
の
課
題

に
つ
い
て

子
育
て
を
支
え
る
よ
う

な
活
用
を
考
え
、
各
課
が
関

連
し
合
い
、
清
海
学
園
と
連

携
し
て
は
ど
う
か
？

７
月
末
の
休
日
、
子
育

て
事
業
で
体
育
館
を
活
用
予

定
。
現
在
、
市
民
へ
の
教
室

提
供
等
の
考
え
は
な
い
が
、

今
後
、
事
業
者
側
と
話
し
合

う
場
を
持
ち
、
一
関
係
課
だ

け
で
は
な
く
各
課
が
横
断
的

に
取
り
組
む
よ
う
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

開
園
ま
で
の
過
程
と
、

保
育
・
教
育
課
程
編
成
等
の

進
捗
状
況
は
？

本
年
８
月
ま
で
に
解
体

工
事
完
了
、
９
月
着
工
、
来

年
10
月
末
竣
工
、
32
年
１
月

に
開
園
す
る
予
定
。
本
年
度

は
年
齢
別
年
間
指
導
計
画
等

含
め
、
最
終
的
な
調
整
を
行

い
た
い
と
考
え
る
。

子
ど
も
の
安
全
安
心
と

保
育
内
容
充
実
に
向
け
た
指

導
体
制
は
？

市
教
育
委
員
に
よ
る
現

地
視
察
、
市
学
校
教
育
指
導

員
複
数
体
制
に
よ
る
指
導
助

言
、
所
長
会
議
に
お
い
て
防

災
防
犯
に
関
す
る
共
通
認
識

を
深
め
る
な
ど
、
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

教
育
講
演
会
等
を
実
施
。
防

災
教
育
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
国
や
県
の
補
助
制
度
の

活
用
や
「
勝
浦
市
の
子
ど
も

達
の
教
育
に
係
る
基
金
」
か

ら
の
支
出
を
検
討
す
る
。

図
書
館
の
分
室
整
備

（
元
興
津
中
の
２
階
が
よ
い

と
思
わ
れ
る
）
や
、
郷
土
資

料
室
整
備
の
見
通
し
は
？

耐
震
性
や
利
便
性
、
津

波
対
策
を
考
慮
し
、
文
化
財

審
議
委
員
や
関
係
者
の
意
見

を
聞
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。
図
書
館
分
室
に
つ
い
て

は
、
興
津
集
会
所
図
書
室
を

元
興
津
中
に
移
行
し
、
中
央

図
書
館
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

組
み
、
機
能
充
実
を
図
り
た

い
と
考
え
る
。

希
望
者
へ
拡
大
さ
せ
、
住
環

境
や
生
活
利
便
性
施
設
等
を

見
学
し
て
い
た
だ
く
。

移
住
ツ
ア
ー
を
シ
ン
グ

ル
マ
ザ
ー
に
絞
り
込
み
移
住

支
援
施
策
と
し
て
行
っ
た
ら

ど
う
か
？

若
年
女
性
を
如
何
に
増

や
す
か
が
重
要
。
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
と
い
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
り
込
み
移
住
施
策
を
進

め
る
こ
と
は
非
常
に
有
効
で

あ
る
の
で
前
向
き
に
検
討
す

る
。

国
際
武
道
大
学
生
が
一

人
で
も
多
く
勝
浦
に
残
っ
て

い
た
だ
く
施
策
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
？

大
学
と
の
包
括
協
定
に

基
づ
い
た
連
絡
協
議
会
を
は

じ
め
、
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

や
学
友
会
関
係
者
と
の
協
議

を
行
っ
て
い
る
。
現
在
も
市

役
所
や
日
本
武
道
館
研
修
セ

ン
タ
ー
の
職
員
と
な
っ
た
学

生
も
い
る
の
で
、
そ
の
動
機

な
ど
を
参
考
に
大
学
卒
業
後

も
、
市
内
定
住
に
向
け
て
の

情
報
交
換
や
連
携
を
し
て
い

く
。

交
流
人
口
と
定
住
人
口

の
間
に
あ
る
関
係
人
口
。
勝

浦
を
知
る
・
来
る
。
足
を
運

ぶ
回
数
が
増
え
地
域
の
方
と

の
関
係
が
増
え
る
。
そ
れ
に

は
住
民
の
地
域
へ
の
誇
り
が

大
切
で
あ
る
。
市
長
の
考
え

る
移
住
定
住
施
策
は
？

住
民
の
地
域
へ
の
誇
り

は
大
事
な
こ
と
。
勝
浦
市
民

が
豊
か
に
な
り
、
市
民
の
平

均
所
得
の
増
加
が
地
方
創
生

で
一
番
大
切
で
あ
る
。
そ
ん

な
中
、
今
Ⓔ
ス
ポ
ー
ツ
と
い

う
も
の
が
世
界
中
で
注
目
さ

れ
て
い
る
。
武
道
大
学
へ
の

提
案
な
ど
今
後
も
出
来
る
も

の
か
ら
い
ろ
い
ろ
取
り
組
ん

で
い
く
。
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①
工
事
業
者
が
助
成
金

の
受
領
を
代
理
で
行
な
え
る

制
度
の
追
加
は
可
能
か
。
②

今
年
度
の
要
綱
に
追
加
し
て

は
ど
う
か
。

①
可
能
。
②
今
年
度
の

実
施
は
困
難
。

道の駅整備予定地

勝
浦
市
消
防
団
条
例

に
よ
れ
ば
、
そ
の
定
数
は

４
２
３
人
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化

に
よ
り
消
防
団
の
活
動
は
厳

し
さ
を
増
し
て
お
り
、
定
員

割
れ
は
大
き
な
問
題
と
な
り

吉尾黒滝不整合・
通称「ボラの鼻」

藤本治議員

戸坂健一議員

生
活
保
護
の
低
す
ぎ
る

補
足
率
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
教
職
員
の

長
時
間
労
働
の
是
正

小
・
中
学
校
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
の
設
置
に

つ
い
て

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

の
代
理
受
領
制
度
に

つ
い
て

道
の
駅
の
整
備
計
画

ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

活
用
に
つ
い
て

消
防
団
条
例
改
正
・

消
防
団
定
数
見
直
し
の

必
要
性
に
つ
い
て

生
活
保
護
の
申
請
件
数

と
保
護
開
始
件
数
が
平
成
26

年
度
は
20
件
と
15
件
に
対

し
、
平
成
27
年
度
は
８
件
と

５
件
に
激
減
し
て
い
る
。
な

ぜ
減
少
し
て
い
る
の
か
。

平
成
27
年
度
に
施
行
さ

れ
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
に
よ
り
、
保
護
に
至
る
前

に
自
立
相
談
支
援
機
関
か
ら

支
援
の
機
会
を
得
て
い
る
こ

と
が
要
因
の
一
つ
。

①
早
い
段
階
で
委
託

先
の
事
業
者
を
選
定
し
、

何
を
つ
く
る
か
は
そ
こ
に

知
恵
を
出
し
て
も
ら
う
と

い
う
意
向
な
の
か
。
②
第

２
駐
車
場
の
台
数
１
２
０

台
、
物
販
施
設
面
積
が
千

平
米
と
、
た
け
ゆ
ら
の
里

①
昨
年
か
ら
の
室
温
計

測
の
結
果
は
。
②
エ
ア
コ
ン

設
置
に
ど
う
対
応
す
る
か
。

①
就
業
時
の
平
均
気
温

が
27
度
台
が
５
校
。
28
度
台

が
２
校
。
②
共
通
の
測
り
方

で
今
年
度
も
計
測
を
継
続
し

ま
す
。

①
長
時
間
勤
務
の
解

決
に
は
教
員
数
の
抜
本
増

が
肝
心
で
す
。
国
は
１
時

間
の
授
業
に
１
時
間
程
度

の
準
備
が
必
要
と
の
考
え

だ
が
、
教
員
一
人
の
担
当

授
業
時
間
は
現
状
ど
う
か
。

②
制
度
上
、
教
育
公
務
員

特
例
法
が
、
４
％
を
一
律

に
教
職
調
整
額
と
し
て
基

本
給
に
上
乗
せ
す
る
、
そ

の
代
わ
り
残
業
代
は
一
切

払
わ
な
い
と
い
う
も
の
。

法
の
根
拠
は
。

①
小
学
校
の
担
任
で

週
25
時
間
、
中
学
校
の
担

任
で
20
時
間
程
度
で
す
。

②
法
第
13
条
に
あ
る
「
職

務
と
責
任
の
特
殊
性
」
が

も
と
に
な
っ
て
い
る
。

の
倍
と
さ
れ
て
い
る
が
事

業
者
は
何
を
根
拠
に
そ
の

意
向
を
示
し
た
の
か
。

①
お
っ
し
ゃ
る
通
り

で
す
。
②
事
業
採
算
性
に

よ
る
も
の
と
認
識
。

ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

は
、
地
層
や
崖
な
ど
地
球
科

学
的
に
貴
重
な
場
所
を
訪

ね
、
知
的
好
奇
心
を
満
た
す

新
た
な
形
態
の
観
光
旅
行
で

あ
る
。
近
年
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
人
気
と
な
っ
て
お
り
、

勝
浦
市
に
も
地
質
学
的
に
大

変
貴
重
な
「
ボ
ラ
の
鼻
」
や

八
幡
岬
な
ど
有
望
な
ジ
オ
サ

イ
ト
が
多
数
あ
る
。
ジ
オ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
用
に
つ
い

て
、
市
執
行
部
の
お
考
え
は

如
何
か
。

勝
浦
市
が
有
す
る
優
れ

た
地
形
、
地
質
遺
産
な
ど
は

ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
の
見
学

場
所
と
な
る
ジ
オ
サ
イ
ト
と

し
て
潜
在
的
な
可
能
性
を
十

分
備
え
て
い
る
と
考
え
る
。

勝
浦
市
と
し
て
、
観
光

地
魅
力
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
に
加
盟
し
、
公
式

な
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
の
認

定
に
向
け
て
動
く
べ
き
で

は
。

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
は
審

査
が
厳
し
い
た
め
困
難
だ

が
、
優
れ
た
地
形
・
地
質
遺

産
を
観
光
、
教
育
、
研
究
資

源
と
し
て
ど
の
よ
う
に
活
用

で
き
る
か
検
討
し
て
い
く
。

ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活

用
に
つ
い
て
、
観
光
商
工
課

と
し
て
如
何
考
え
る
か
。

勝
浦
市
に
は
希
少
価
値

を
持
っ
た
優
れ
た
地
質
・
地

形
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
う
ま

く
活
用
す
れ
ば
、
観
光
地
魅

力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
。
今
後
、
観
光
協
会
や

関
係
団
体
と
連
携
し
、
観
光

面
で
の
活
用
を
考
え
て
い
く
。

つ
つ
あ
る
。
現
在
の
定
数
の

根
拠
は
何
か
。

定
数
の
根
拠
は
、
各
班

で
所
有
し
て
い
る
可
搬
車
の

操
作
に
必
要
な
人
員
を
割
り

出
し
、
そ
れ
を
合
算
し
た
も

の
に
予
備
人
員
・
本
部
人
員

加
え
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

平
成
26
年
に
消
防
力
整

備
指
針
が
改
訂
さ
れ
、
ポ
ン

プ
の
種
類
を
も
と
に
団
員
数

を
割
り
出
す
べ
き
と
す
る
条

文
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
勝

浦
市
の
実
情
に
即
し
た
組
織

体
制
に
す
べ
く
、
市
消
防
団

の
新
た
な
定
数
を
定
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
如
何
か
。

団
員
の
確
保
が
難
し
い

現
状
は
認
識
し
て
い
る
が
、

定
数
削
減
は
慎
重
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
消
防

団
本
部
等
と
協
議
し
て
い
く
。
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浜
行
川
地
先
の
１
０
５

万
㎡
の
私
有
地
は
、
平
成
27

年
７
月
６
日
付
け
で
㈱
エ
ジ

ソ
ン
パ
ワ
ー
と
勝
浦
市
長
間

で
地
上
権
設
定
契
約
書
が
締

結
さ
れ
て
い
る
が
、現
在
は
、

㈱
タ
カ
ラ
レ
ー
ベ
ン
と
㈱
エ

ジ
ソ
ン
パ
ワ
ー
に
よ
る
勝
浦

駅北口の市有地

市
内
全
域
７
ヵ
所
の
選

定
方
法
と
「
道
の
駅
」
建
設

に
14
億
超
の
計
上
を
し
て
い

ま
す
が
、
近
隣
の
大
多
喜
・

鴨
川
・
木
更
津
な
ど
例
に

と
っ
て
も
３
億
か
ら
５
億
前

鈴木克己議員

寺尾重雄議員

元
行
川
小
学
校
の

活
用
に
つ
い
て

勝
浦
市
営
住
宅
に
つ
い
て

市
有
遊
休
地
の

活
用
に
つ
い
て

「
道
の
駅
」
基
本
計
画

（
案
）に
つ
い
て

昨
年
11
月
の
障
害
者

就
労
支
援
施
設
と
し
て
活

用
し
た
い
旨
の
要
望
書
を

受
理
し
、
４
月
12
日
に
社

会
福
祉
法
人
知
心
会
に
回

答
す
る
ま
で
の
経
過
に
つ

い
て
説
明
願
い
た
い
。

11
月
２
日
・
要
望
書

受
理
。
11
月
中
に
２
回
庁

内
委
員
会
開
催
。
12
月
２

日
・
貸
与
条
件
を
付
け
回

答
。
１
月
10
日
知
心
会
か

ら
条
件
に
つ
い
て
の
回
答
。

４
月
２
日
、
大
沢
、
浜
行

川
区
長
と
面
談
。
４
月
12

日
、
区
と
協
議
し
た
結
果
、

区
長
か
ら
貸
与
し
な
い
よ

う
要
望
が
あ
っ
た
の
で
貸

与
で
き
な
い
旨
の
回
答
。

大
沢
及
び
浜
行
川
区

に
対
し
、
要
望
内
容
等
の

説
明
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
た
の
か
。

両
区
の
区
長
に
、
庁

内
で
の
検
討
し
て
い
る
旨

の
話
を
し
た
。

元
行
川
小
学
校
は
、

指
定
緊
急
避
難
場
所
だ
が
、

現
在
の
状
況
で
は
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
等
が
寸
断
さ
れ
て

い
る
と
同
時
に
耐
震
性
に

も
問
題
が
あ
り
避
難
所
と

し
て
の
機
能
は
な
い
。
市

が
こ
の
建
物
等
を
今
後
ど

の
よ
う
に
維
持
し
て
い
く

考
え
か
。

引
き
続
き
、
指
定
避

難
場
所
、
投
票
所
等
で
使

用
し
、
必
要
に
応
じ
修
繕

等
を
行
う
。

興
津
ソ
ー
ラ
ー
合
同
会
社
で

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
本

年
７
月
５
日
で
無
償
貸
与
期

間
の
３
年
が
経
過
す
る
が
、

計
画
事
業
の
進
捗
は
。

林
地
開
発
許
可
の
手
続

き
中
。
７
月
に
は
許
認
可
を

受
け
、
８
月
中
に
は
着
工
の

見
込
み
。

勝
浦
駅
北
口
開
発
事

業
用
地
の
約
17
．４
万
㎡
は
、

民
間
の
開
発
計
画
を
待
つ

の
で
は
な
く
、
積
極
的
な

対
応
と
し
て
、
道
路
と
排

水
路
の
問
題
解
決
行
う
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
う
が
考
え
は
。

具
体
的
開
発
計
画
が

な
い
段
階
で
の
道
路
整
備

は
困
難
。

勝
浦
市
に
市
営
住
宅
は

１
５
７
世
帯
あ
り
ま
す
が
、

最
古
は
約
60
年
近
く
た
ち
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
現

在
の
入
居
状
況
、
ま
た
建
て

替
え
計
画
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。

梨
の
木
団
地
に
関
し
て

は
、
現
在
の
80
戸
か
ら
72
戸

に
減
ら
し
、
平
成
31
年
か
ら

35
年
に
建
設
計
画
を
し
て
い

ま
す
。勝

浦
市
内
で
空
き
家
・

空
き
ア
パ
ー
ト
が
多
く
み
ら

れ
ま
す
が
、
新
た
に
市
営

住
宅
の
建
て
替
え
を
行
わ
ず

民
間
か
ら
借
り
入
れ
を
す
る

方
法
、
ま
た
は
廃
校
と
な
っ

て
い
る
旧
勝
浦
若
潮
キ
ャ
ン

パ
ス
や
他
小
学
校
な
ど
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
方
法
な
ど

を
行
い
、
建
設
費
用
を
抑
え

る
こ
と
を
成
功
し
た
例
が
多

く
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、

勝
浦
市
の
考
え
を
お
伺
い
し

ま
す
。既

存
民
間
住
宅
借
り
上

げ
制
度
が
可
能
で
あ
れ
ば
、

市
内
の
ア
パ
ー
ト
・
空
き
家

が
活
用
で
き
る
こ
と
に
な
り

財
政
負
担
が
減
り
ま
す
。
本

年
度
調
査
業
務
委
託
の
予
算

要
求
を
し
ま
し
た
が
、
他
の

事
情
と
の
兼
ね
合
い
で
予
算

化
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
廃

校
空
き
教
室
に
関
し
て
で
す

が
、
年
数
が
経
っ
て
い
る
廃

校
も
多
く
、
各
教
室
を
区
割

り
し
、
個
別
改
修
を
す
る
の

は
、
費
用
も
か
か
る
た
め
住

宅
と
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。

後
の
金
額
で
す
。「
道
の
駅
」

建
設
に
反
対
す
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
土
地
整
備
・

建
築
規
模
等
コ
ス
ト
を
か
け

な
い
方
法
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、
勝
浦
市
の
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

平
成
29
年
、
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
市
民
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
ま
と
め

て
い
ま
す
。「
道
の
駅
」
は

市
民
活
動
の
場
と
し
て
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
の
で
、
市
全
体
で
も
い

ろ
い
ろ
議
論
を
賜
っ
て
方
向

性
を
決
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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議会のうごきについて報告します
（平成３０年５月～平成３０年７月）

５月　１日
８日

11 日
14 日
16 日

18 日
22 日
27 日
29 日

30 日

６月１日
 ２日
３日

 ６日
11 日

13 日

議会報編集委員会
千葉県南部地区議会道路整備協議会総会（勝浦市）
議会運営委員会
農業振興地域整備促進協議会
５月臨時会
議会改革検討委員会・観光振興議員連盟協議会
千葉県南市議会議長会総会（君津市）
千葉県自治体病院経営都市議会協議会総会（千葉市）
芸文協まつり
全員協議会・全員説明会
市政懇談会
全国市議会議長会定期総会（東京都）
国民健康保険事業の運営に関する協議会

勝浦市シルバー人材センター定時総会
勝浦港カツオまつり
みずほ学園まつり
議会運営委員会
本会議　初日
産業厚生常任委員会
本会議　一般質問 

14 日

15 日

17 日
18 日
19 日
21 日

25 日

７月　２日
４日
９日

11 日
12 日
14 日
19 日
24 日
30 日

本会議　一般質問
表彰選考委員会
本会議　質疑
議会改革検討委員会
千葉県消防協会夷隅支部操法大会（いすみ市）
総務文教常任委員会
産業厚生常任委員会
本会議　最終日
全員説明会・全員協議会・議会運営委員会
観光振興議員連盟総会・議会報編集委員会
芸術文化交流センター運営協議会

徳島県徳島市議会行政視察
匝瑳市議会行政視察
防犯組合総会
いすみ鉄道対策協議会総会（大多喜町）
社会を明るくする運動夷隅地区大会（キュステ）
観光協会海開き
徳島県鳴門市行政視察・社会教育委員会議
南房総広域水道運営協議会
国民健康保険事業の運営に関する協議会

きみの未来、あなたの未来

議 会 の う ご き

編 集 後 記

勝浦カッピー

QRコードは
ここだよ！

お問い合わせは、勝浦市議会報編集委員会（７３−６６６２）まで

勝浦市ホームページ　http://www.city.katsuura.lg.jp

　私の将来の夢はアナウンサーになることです。その理由
は、小学校の社会科見学でＮＨＫのスタジオパークに行き、
放送の世界はとても楽しそうだと感じたからです。毎朝見
るニュース番組に出るアナウンサーさんは、しっかりと原
稿を読んで、速報など今起きていることを慌てることなく
正確に伝えているのを見て、かっこいいなと感じました。
　 私は今、学年生徒会として、学年をまとめる立場にいます。
学年をまとめるのは大変な時もありますが、将来のために
人前に出て的確な判断をできるように心掛けています。
　また、普段の生活では、一日笑顔で過ごすことを心掛け
ています。アナウンサーの人たちのように毎日笑顔でテレ
ビに出ている姿を見習っていきたいと思います。ア
ナウンサーという夢に向かって、今できるこ
とを精一杯頑張っていきたいと思います。勝浦中学校　２年

栗
くりはら

原　梨
り ほ

穂さん

　議会便り第１６６号をお届けします。まもなく九都県市合同防災訓練が実施されます。
　この議会便りを通して議会への関心が高まり、皆様の安全や防災、地域の活性化に繋がることを期待しながら
編集にあたりました。
　西日本豪雨被災地の 1 日も早い復興を願いながら・・・。

議会報編集委員　　照川由美子
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